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1 は じ め に

中国雲南省の高標高地帯は,稲の穂ばらみ期から開花期

にあたる7月 から8月 にかけ長期間冷温が続 く環境にある

ため,耐冷性の強い遺伝資源が多いものと期待されている。

1982年から中国雲南省昆明市において同省農業科学院と日

本の熱帯農業研究センターの共同で,日本と中国の遺伝資

源を利用した耐冷,耐病,多収品種の育成を目指 した研究

が行われている。この研究で実用品種を目標とした「合系

系統」(以下合系という)や耐冷性中間母本「雲冷系統J

(以下雲冷という)が育成されている2`)。 これ ら,日本

と雲南省のイネ品種間の交配で育成された系統の耐冷性は
,

雲南省における検定では,恒温深水法及び自然冷温のいず

れの方法によっても,日 本の極強品種「 トドロキワセJよ
り,格段に強いと評価されている2)。

著者らは,こ れら系

統の穂ばらみ期耐冷性 (以 下,耐冷性という)を評価する

ため,前報 (合系 1～ 9号)に続き,恒温深水法により検

定 したので,そ の結果を報告する。

2試 験 方 法

供誠材料は合系 5種 (1990年は10,14,17,26,27号 ,

1991年 は14,15,16,26,27号 ),雲冷15種 (1～ 15)及び

日本の耐冷性基準品種であり,試験方法は表 1の通りであ

る。耐冷性検定は「恒温深水法Jにより冷水掛け流し圃場

(水口圃場)と水槽 (ボ ット植え)の 2つ の方法で行った。

試験年次は1990年 と1991年の 2年間である。

水槽における検定では1幼穂の伸長にあわせて処理水深

1511oか ら40cmま で段階的に深くした。また,1991年には処

理水温を185℃ とし,極晩生系統の雲冷 6～ 12と 農林22号

表 1 供試材料及び耐冷性検定方法 (恒温深水法)

蹴微
冷水掛け流し回場

水 槽

1990

供 試 材 料 合系5種

齢 15(8)種

雲冷15種

処 理 開 始

処 理 終 了

処理水温(℃ )

処理水深(m)

7/2

9/3

190

25

7ρ   7沼
各系統の出穂期

190         185

15～ 40

栽 植 法 1系統3株  1株 2本格 ボット

不 稔 調 3株 X上位5穂 計15穂

反 復 2 2

は,出穂期をFliえ るため短日処理を行った。さらに両年と

も無処理区 (冷水処理を行わず,戸外にポットを放置)を
設けた。出穂後のポットは最低気温を22℃以上に制御した

ガラス室内で登熟させた。

また,両年とも供試材料を本田で普通栽培し,出穂期 ,

稗長,穂数等の一般特性の調査を行った。

3 試験結果及び考察

供試系統の本国における一般特性を表 2に示 した。合系

及び雲冷の中生～晩生 (ト ヨニシキからコシヒカリ級)8
種は,稗長はやや長いものの,穂長,穂数等はトヨニシキ

,

コシヒカリと同程度で,日本稲に近い草姿であった。極晩

生 (農林22号級)の雲冷 7種は極長稗,超穂重型で,雲南

在来品種に近い草姿であった。

冷水掛け流し圃場で処理を行った合系,雲冷の出穂期と

不稔歩合を図 1に 示した。極晩生で自然冷温により不稔の

発生が多かった雲冷 7種を除き,出穂期はトドロキワセか

らコンヒカリの範囲にあり,これらの不稔歩合は1990年 が

18%か ら38%,1991年 が21%か ら41%で ,日 本の耐冷性極

強基準品種 トドロキワセの25%,39%,コ ンヒカリの38%,37
%と 同程度か低いものが多かった。しかし,不稔歩合が最 も

低い系統でも,東北の水稲では耐冷性が最強級と評価され

ている「農林24号」の18%,24%よ り低い系統はなかった。

水槽で処理を行った雲冷の出穂期と不稔歩合を年次別に

図2,3に示した。1990年の極晩生系統 7種は出穂期が 9

月以降で自然冷温による不稔の発生により評価出来なかっ

たが,そ れらを除いた系統の不稔歩合は,耐冷性極強の ト

ドロキワセ,コ シヒカリ,農林22号 と同程度か低いものが

ほとんどであった。しかし,不稔が最も少なかった雲冷14

でも,1990年が20%,1991年 が35%と ,「農林24号」の各々

17%,29%よ り多く,冷水掛け流し圃場とはぼ同様の結果

であった。

表2 合系及び雲冷の 一般特性

系 統 名 袢
澤 f
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長
齢

穂
て

１

＜
，

合系 5種

雲冷 (中～腕 8種

雲冷 (極的  7種

812

811

830

888

920

1115

193

196

267

トヨニシキ
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86
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828
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m7
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196
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〕 供試材料の( )内 は1991年の供試数
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図 1 冷水掛け流し圃場における出穂期と不稔歩合

たが,雲冷の多 くは,冷水処理区並の不稔が発生 した。

方,1990年は冷害年で,日本稲には不稔が多発 したが
,

冷の不稔歩合は前年より低かった。

表3 無処理区と冷水処理区の不稔歩合

奎

系 統 名

無処理区

出馴 不稔歩合(%) 出翻 不稔歩合(%)

1"0

雲冷 16～9)

コンヒカリ

農彬2号

822

816

822

811

816

48

7

28

r
Ю

903

829

53

“

“注 雲冷は1990年の無処理区で不稔の多かった4系統の平剛直

以上のように合系,雲冷には,日本の耐冷性極強基準品

種 トドロキワセやコンヒカリより冷水処理による不稔が少

ない系統が多くみられたが,最 も不稔の少なかった雲冷14

でも,東北の最強級の「農林24号」と同程度であり,不稔

歩合の多少による耐冷性の評価では,雲南省の評価とは異

なる結果となった。従来より日本品種と雲南品種の耐冷性

評価は両国で異なり,日 本で極強の トドロキヮセが,雲南

省では弱と評価されるが,日 本では大きな差がみられてい

ない1'。 今回供試した日中品種間交配による自成系統でも
,

この様な評価のずれが生 じた。

雲南品種は,日本で栽培 した場合,冷温に道遇 しなくて

も,原因不明の不稔が発生することが各地で観察されてい

る。この現象が,耐冷性評価が両国間で異なる一つの要因

である可能性が強いと考えられる。今回のポット植えの無

処理区で,高温の続いた1990年 に,長得,長穂で極晩生の

雲冷に冷水処理区並の不稔が発生し,逆に冷温年の1991年

に,前年より不稔が少なく,日 本稲並に不稔が少ない現象

がみられている。雲南品種に何故この様な不稔が発生する

のかは不明である。

4 ま と め

日中品種間交配による改良種を含め,雲南省の耐冷性遺

伝資源を評価し利用する場合,日本の自然条件で発生する

不稔のメカニズムを解明し,こ の様な不稔発生を除外 した

上で,日 本で利用できる遺伝資源があるのか確認すること

が必要と考えられる。
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190℃ の水槽における出穂期と不稔歩合 (1990年)
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図 3185℃ の水槽における出穂期と不稔歩合 (1991年 )

雲南品種の中には冷温処理をしないボット植えの無処理

区でも,不稔の発生が多くものがみられたので,特に発生

の多い雲冷 4系統について冷水処理区と無処理区の不稔歩

合を表 3に示 した。1990年 には出穂前から登熟期にかけて

高温が続き,無処理区の日本稲の不稔歩合は10%以下であっ

-10-


